
最
高
裁
判
所
判
例
解
説

民

閃誓

法

曹

会

事
篇
田
平
成
五
年
度
（
四
月
i

十二月分）



ー

n
夫
婦
の
一
方
が
嘩
方
に
対
し
て
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
と
拘

⑭
束
の
顕
著
な
違
｀
性

〔

解

説

〕

人
身
保
護
法
二
条
一
項
、
人
身
保
護
規
則
四
条

〔
参
照
条
文
〕

比
べ
て
、
子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

J
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［
 著

な
違
法
性

理
者
。
筆
者
注
）
が
協
議
し
て
清
算
す
る
。
」
と
規
定
す
る
。

（
注
二

0
)

加
藤
雅
信
・
前
掲
（
注
九
）
七

0
頁
は
、
下
請
負
人
の
注
文
者
に
対
す
る
償
金
請
求
は
転
用
物
訴
権
の
典
型
で
あ
る
が
、
転
用
物

訴
権
は
被
請
求
者
の
無
償
の
利
得
以
外
に
認
め
得
な
い
と
し
、
本
件
の
二
審
判
決
は
こ
の
点
で
も
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
最
三

小
判
平
成
七
・
九
・

夫
婦
間
の
子

A
、

B
（
三
歳
及
び
四
歳
の
女

一
方
の
配
偶
者
の
監
護
に

幼
児

（
大
橋

弘）

一
九
民
集
四
九
巻
八
号
二
八

0
五
頁
は
、
建
物
賃
借
人
か
ら
修
繕
工
事
を
請
け
負
っ
た
者
が
賃
借
人
の
無
資
力
を
理
由

に
建
物
所
有
者
に
対
し
て
不
当
利
得
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
建
物
所
有
者
が
、
賃
借
人
と
の
賃
貸
借
契
約
を
全
体
と
し

て
み
て
対
価
関
係
な
し
に
利
益
を
受
け
た
場
合
に
限
ら
れ
る
、
と
し
た
。

（
注
ニ
―
)
可
部
裁
判
官
の
補
足
意
見
は
、
注
文
者
と
下
請
負
人
の
間
に
格
別
の
合
意
が
な
い
限
り
、
注
文
者
が
下
請
負
人
の
存
在
を
知
っ
て

い
た
か
否
か
に
よ
っ
て
結
論
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
鎌
田
薫
・
前
掲
（
注
九
）
九
九
頁
も
下
請
負
人
の
存
在

を
知
っ
て
い
た
か
否
か
は
注
文
者
の
保
護
と
関
係
は
な
い
と
す
る
。

（
注
二
二
）
本
判
決
と
の
関
係
で
は
下
請
負
人
に
留
置
権
を
認
め
る
べ
き
か
が
と
り
あ
え
ず
問
題
に
な
ろ
う
。
鎌
田
薫
・
前
掲
（
注
九
）
一
〇

一
頁
は
、
下
請
負
人
に
留
置
権
を
認
め
る
こ
と
は
注
文
者
に
事
実
上
二
重
払
い
を
強
い
る
も
の
と
し
て
容
認
し
得
な
い
と
す
る
の
に
対
し
、

滝
沢
幸
代
・
前
掲
（
注
九
）
三
五
頁
は
、
下
請
負
人
に
留
置
権
を
認
め
る
。
藤
原
正
則
「
建
築
下
請
負
人
の
注
文
主
に
対
す
る
請
求
」
北
大

法
学
論
集
三
八
巻
五
、
六
号
下
一
五
七
一
頁
は
、
下
請
負
人
の
債
権
を
い
か
に
確
保
す
べ
き
か
と
い
う
視
点
か
ら
論
述
し
て
い
る
。

（
後
注
）
本
判
決
に
対
す
る
解
説
・
評
釈
と
し
て
、
滝
沢
車
代
・
判
例
評
論
四
二
六
号
三
一
頁
（
判
時
一
四
九
四
号
一
九
三
頁
）
、
湯
浅
道
男
・

ジ
ュ
リ
ス
ト
平
成
五
年
度
重
要
判
例
解
説
八
八
頁
、
小
林
久
起
・
登
記
研
究
五
五
六
号
六
頁
、
吉
岡
詳
充
・
法
律
時
報
六
六
巻
九
号
九
四
頁
、

松
尾
知
子
・
産
大
法
学
二
八
巻
二
号
三
五
頁
、
鎌
田
薫•
N
B
L

五
四
九
号
六
九
頁
、
奥
田
昌
道
・
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
一
九
九
五
（
上
）

三
八
頁
、
坂
本
武
憲
・
法
学
教
室
一
六
四
号
一

0
四
頁
、
同
・
法
学
協
会
雑
誌
―
―
二
巻
四
号
五
五
三
頁
、
森
田
宏
樹
・
法
学
教
室
一
七
四

号
別
冊
付
録
判
例
セ
レ
ク
ト
九
四
年
二
七
頁
、
内
田
勝
一
・
判
夕
八
四
六
号
八
四
頁
、
後
藤
勇
・
判
夕
八
四
七
号
四
頁
、
同
・
判
夕
八
八
二

号
八
二
頁
、
丸
山
絵
美
子
・
法
学
五
九
巻
三
号
―
二
三
頁
な
ど
が
あ
り
、
控
訴
審
判
決
に
対
す
る
解
説
・
評
釈
と
し
て
、
加
藤
雅
信
・
判
タ

七
0
七
号
六
八
頁
、
青
野
博
之
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
四
四
号
―
二
五
頁
が
あ
る
。

夫

婦

の

一

方

が

他

方

に

対

し

て

人

身

保

護

法

に

基

づ

き

幼

児

の

引

渡

し

を

請

求

す

る

場

合

と

拘

束

の

顕

〔
判
決
要
旨
〕

夫
婦
の
一
方
が
他
方
に
対
し
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
、
共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
、

に
対
す
る
他
方
の
配
偶
者
の
監
護
に
つ
き
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
右
監
護
が
、

（
補
足
意
見
が
あ
る
）

事
案
の
概
要

平
成
五
年
句
第
六

0
九
号
同
年
一

0
月
一
九
日
第
三
小
法
廷
判
決

ヽ
一
審
神
戸
地
裁
民
集
四
七
巻
八
号
五

0
九
九
頁

妻

(X)
が
夫

(Yl)
と
そ
の
両
親

(YZ、
5
)
に
対
し
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
、

破
棄
羞
戻
)

児
）
の
引
渡
し
を
請
求
し
た
事
件
。
事
実
関
係
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
。

X
と

Yl
は
昭
和
六
三
年
二
月
一
七
日
に
婚
姻
し
、
同
人
ら
の
間
に
は
同
年
七
月
一
七
日

A
が
、
平
成
元
年
七
月
―
一
日

B
が
出
生
し

た。

X
と

Yl
は、

平
成
二
年
に
県
営
住
宅

(
X
の
現
在
の
住
所
地
）
に
転
居
し
同
所
で
生
活
し
て
い
た
が
、
夫
婦
関
係
は
次
第
に
円
満
を

九
一
三

九



n
夫
婦
の
一
方
が
嘩
方
に
対
し
て
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
と
拘

⑭
束
の
顕
著
な
違
、
性

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

定
め
、

上
告
理
由
は
、

原
審
は
「
A
、

児
能
力
等
に
著
し
く
欠
け
る
な
ど
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
父
親
よ
り
も
母
親
の
下
で
監
護
・
養
育
さ
れ
る
の
が
適
切
で
あ
り
、

の
福
祉
に
適
う
も
の
」
と
し
た
上
で
、
本
件
拘
束
に
顕
著
な
違
法
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
が
、

り
、
本
件
に
お
い
て
は
右
判
示
に
い
う
特
段
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

本
判
決
は
、
要
旨
次
の
と
お
り
判
示
し
、
原
判
決
を
破
棄
し
て
本
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
。

「
夫
婦
の
一
方
（
請
求
者
）
が
他
方
（
拘
束
者
）
に
対
し
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
、
共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
し
を
請

求
し
た
場
合
に
は
、
夫
婦
の
い
ず
れ
に
監
護
さ
せ
る
の
が
子
の
幸
福
に
適
す
る
か
を
主
眼
と
し
て
子
に
対
す
る
拘
束
状
態
の
当
不
当
を

そ
の
請
求
の
許
否
を
決
す
べ
き
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
四
二
年
③
第
一
四
五
五
号
同
四
三
年
七
月
四
日
第
一
小
法
廷
判
決
・
民
集
ニ
ニ

巻
七
号
一
四
四
一
頁
）
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
拘
束
者
に
よ
る
幼
児
に
対
す
る
監
護
・
拘
束
が
権
限
な
し
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
顕
著
で
あ
る
（
人
身
保
護
規
則
四
条
参
照
）
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
右
幼
児
が
拘
束
者
の
監
護
の
下
に
置
か
れ
る
よ
り
も
、

請
求
者
に
監
護
さ
れ
る
こ
と
が
子
の
幸
福
に
適
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
、

を
監
護
す
る
こ
と
が
子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
前
記
判
決
参
照
）
。
け
だ
し
、

夫
婦
が
そ
の
間
の
子
で
あ
る
幼
児
に
対
し
て
共
同
で
親
権
を
行
使
し
て
い
る
場
合
に
は
、
夫
婦
の
一
方
に
よ
る
右
幼
児
に
対
す
る
監
護

は
、
親
権
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、

四
条
に
い
う
顕
著
な
違
法
性
が
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
右
監
護
が
子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と

（一） 2

上
告
審
判
決

ー

上
告
理
由
と
上
告
審
判
決

J
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を
対
比
し
、
①

い
て

A
、

母
）
と
路
上
で

A
、
B
の
奪
い
合
い
と
な
り
、
結
局
、

欠
く
よ
う
に
な
り
、

Yl
は
平
成
四
年
八
月
―
二
日
、

A
、
B
を
連
れ
て
岡
山
県
の
伯
母
の
家
に
墓
参
に
行
き
、
帰
途
そ
の
ま
ま
、

A
、

B
と
共
に

Yl
の
実
家
で
あ
る
Yz(Yl
の
父
）
宅
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

X
は
、
平
成
四
年
九
月
一
日
、
そ
の
母
と
共
に

YZ宅
に
赴

B
の
引
渡
し
を
求
め
た
が
、
こ
れ
を
拒
否
さ
れ
た
た
め

A
、
B
を
連
れ
出
し
た
と
こ
ろ
、
追
い
か
け
て
き
た

YZ及
び

Yg(Yl
の

A
、
B
は

YZ及
び

Yg
に
よ
っ
て

YZ宅
に
連
れ
戻
さ
れ
た
。

X
は
、
．
平
成
四
年
九
月

末
こ
ろ
、
神
戸
家
庭
裁
判
所
に
対
し
て

Yl
と
の
離
婚
を
求
め
る
調
停
を
申
し
立
て
た
が
、
親
権
者
の
決
定
等
に
つ
い
て
協
議
が
整
わ
ず
、

原
審
（
神
戸
地
裁
平
成
五
年
三
月
二
二
日
判
決
）
は
、
夫
婦
の
一
方
が
他
方
に
対
し
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
、

る
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
し
た
場
合
、
当
該
拘
束
に
顕
著
な
違
法
性
（
人
身
保
護
規
則
四
条
）
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
夫
婦
の
い
ず
れ
に

監
護
さ
せ
る
の
が
子
の
幸
福
に
適
す
る
か
を
主
眼
と
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、

と
っ
て
は
、
母
親
が
そ
の
監
護
・
養
育
を
す
る
適
格
性
、
育
児
能
力
等
に
著
し
く
欠
け
る
な
ど
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、

も
母
親
の
下
で
監
護
・
養
育
さ
れ
る
の
が
適
切
で
あ
り
、

x側
と

Y
側
の
事
情

A
、
B
に
対
す
る
愛
情
、
監
護
意
欲
、
居
住
環
境
の
点
で

X
と
Y
ら
と
の
間
に
大
差
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、

Yl
は
仕

事
の
た
め
夜
間
及
び
休
日
し
か

A
、
B
と
接
触
す
る
時
間
が
な
い
の
に
対
し
、

済
的
な
面
で

X
の
自
活
能
力
は
十
分
で
な
い
が
、

X
の
両
親
が
援
助
を
約
束
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

に
専
念
す
る
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

A
、
B
は、

X
の
下
で
監
護
・
養
育
さ
れ
る
方
が
そ
の
福
祉
に
適
す
る
、
②

Y
側
と
比
べ
て
幾
分
劣
る

と
は
い
え
さ
し
た
る
違
い
は
な
い
と
し
、
本
件
に
お
い
て
は
、

考
え
ら
れ
る
か
ら
、
本
件
拘
束
に
は
顕
著
な
違
法
性
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
し
て
、

Y
ら
が
上
告
。

2
 

右
調
停
は
不
調
に
終
わ
っ
た
。

B
の
よ
う
に
三
、

ま
た
、

X
は
A
、

九
一
五

い
い
か
え
れ
ば
、
拘
束
者
が
右
幼
児

こ
れ
は
一
般
論
に
拘
泥
し
た
も
の
で
あ

A
、
B
の
よ
う
に
三
、

子
の
福
祉
に
適
う
も
の
と
す
る
前
提
に
立
っ
た
上
で
、

B
が
幼
稚
園
に
通
う
よ
う
に
な
る
ま
で
育
児

A
、
B
を
X
の
下
で
養
育
す
る
こ
と
が

A
、

共
同
親
権
に
服
す

四
歳
の
幼
児
に

父
親
よ
り

B
の
福
祉
に
適
う
も
の
と

X
の
請
求
を
認
容
し
た
。

九
一
四

経

四
歳
の
幼
児
に
と
っ
て
は
、
母
親
が
そ
の
監
護
・
養
育
を
す
る
適
格
性
、
育子

適
法
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
右
監
護
・
拘
束
が
人
身
保
護
規
則



5

鯰
磯
霞
雰
麟
麟
戸
に
対
し
て
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
と
拘

九
一
七

不
法
に
子
を
拘
束
す
る
夫
婦
の
一
方
に
対
し
て
、
法
律
上
子
の
監
護
権
を
有
す
る
他
の
一
方
は
、
人
身
保
護
法
に
基
い
て
救
済
を
請
求

意
見
に
お
い
て
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

日
最
二
小
判
昭
和
二
四
・
一
・
一
八
民
集
三
巻
一
号
一

0
頁

夫
が
別
居
中
の
妻
に
対
し
夫
婦
間
の
子
で
あ
る
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
し
た
も
の

（
請
求
棄
却
）
。

「
夫
婦
離
婚
等
の
場
合
に
お
い
て

以
下
に
は
簡
単
に
そ
の
流
れ
を
概
観
す
る
。

判
例
が
早
く
か
ら
幼
児
の
引
渡
請
求
に
つ
い
て
も
人
身
保
護
法
の
適
用
を
認
め
て
き
た
こ
と
及
び
そ
の
要
件
等
に
つ
い
て
は
、
補
足

1

人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
（
判
例
の
概
観
）

説

明

べ
る
。

き
反
省
を
要
す
る
と
と
も
に
、
他
面
、
家
庭
裁
判
所
の
存
在
理
由
に
か
か
わ
る
底
の
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
述

な
お
こ
れ
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
地
方
裁
判
所
に
よ
る
人
身
保
護
請
求
が
頻
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば

一
面
そ
の
安
易
な
運
用
に
つ

よ
う
な
審
判
な
い
し
審
判
前
の
仮
処
分
は
、
正
し
く
家
庭
裁
判
所
の
表
芸
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
制
度
改
正
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

制
度
、

家
庭
裁
判
所
の
人
的
・
物
的
の
機
構
・
設
備
は

中
の
夫
婦
（
幼
児
の
父
母
）
の
間
に
お
け
る
監
護
権
を
巡
る
紛
争
は
、
本
来
、
家
庭
裁
判
所
の
専
属
的
守
備
範
囲
に
属
し
、
家
事
審
判
の

惹
く
こ
と
な
く
推
移
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
補
足
意
見
は
最
後
に
、

昭
和
五
五
年
の
家
事
審
判
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

執
行
力
を
有
す
る
審
判
前
の
保
全
処
分
の
制
度
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
、
「
本
件
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
共
に
親
権
を
有
す
る
別
居

こ
の
よ
う
な
問
題
の
調
査
・
審
判
の
た
め
に
こ
そ
存
在
す
る
」
と
し
、

「
こ
の

る
幼
児
の
監
護
が
そ
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
）
の
要
件
に
つ
い
て
右
判
決
の
示
唆
し
た
と
こ
ろ
は
、
実
務
上
の
注
目
を

請
求
の
許
否
を
決
す
べ
き
で
あ
る
と
の
論
点
の
み
が
強
調
さ
れ
、
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
こ
と

（
請
求
者
に
比
し
、
拘
束
者
に
よ

ず
、
右
判
決
に
つ
い
て
は
、
別
居
中
の

「
夫
婦
の
い
ず
れ
に
監
護
せ
し
め
る
の
が
子
の
幸
福
に
適
す
る
か
を
主
眼
と
し
て
」

人
身
保
護

に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
を
妨
げ
な
い
」

と
し
て
、
前
記
の
制
約
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

の
他
の
一
方
に
監
護
さ
れ
る
こ
と
が
子
の
幸
福
を
図
る
こ
と
明
白
で
あ
れ
ば

こ
れ
を
も
っ
て
、
右
幼
児
に
対
す
る
拘
束
が
権
限
な
し

許
否
の
判
断
基
準
を
示
し
た
昭
和
四
三
年
七
月
四
日
第
一
小
法
廷
判
決
が

夫
婦
の
一
方
の

「
監
護
の
下
に
お
か
れ
る
よ
り
も
、
夫
婦

す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
右
大
法
廷
判
決
の
後
、

夫
婦
の
一
方
か
ら
他
方
に
対
す
る
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求

示
し
て
い
る
か
を
検
討
し
、
人
身
保
護
法
の
適
用
に
当
た
っ
て
は

拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
の
制
約
が
重
要
な
意
義
を
有

最
高
裁
が
人
身
保
護
制
度
の
趣
旨
・
目
的
、

特
に
人
身
保
護
法
二
条
、

人
身
保
護
規
則
四
条
の
解
釈
適
用
に
つ
き
ど
の
よ
う
な
見
解
を

（
補
足
意
見
） 「

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
の
に
、
原
審
の
確
定
し
た
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、

住
環
境
の
点
に
お
い
て

X
と
Y
ら
と
の
間
に
は
大
差
が
な
く
、
経
済
的
な
面
で
は

X
は
自
活
能
力
が
十
分
で
な
く

Y
ら
に
比
べ
て
幾
分

劣
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
前
示
し
た
と
こ
ろ
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
に
お
い
て
は
、

に
置
か
れ
る
よ
り
も
、

X
に
監
護
さ
れ
る
こ
と
が
そ
の
幸
福
に
適
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、

Y
ら
が

A
、
B
を
監
護
す
る
こ
と
が
そ
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
結
局
、
原
審
は
、

右
に
判
示
し
た
点
を
十
分
に
認
識
し
て
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
単
に

A
、
B
の
よ
う
に
三
、

う
こ
と
か
ら
、
本
件
拘
束
に
顕
著
な
違
法
性
が
あ
る
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

親
の
下
で
監
護
・
養
育
さ
れ
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
い

右
判
断
に
は
人
身
保
護
規
則
四
条
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
違
法
が
あ
」
る
。

本
判
決
に
は
、

A
、
B
に
対
す
る
愛
情
、
監
護
意
欲
及
び
居

A
、
B
が
Y
ら
の
監
護
の
下

四
歳
の
幼
児
に
と
っ
て
は
父
親
よ
り
も
母

可
部
恒
雄
裁
判
官
の
詳
細
な
補
足
意
見
が
付
さ
れ
、
園
部
逸
夫
裁
判
官
が
こ
れ
に
同
調
さ
れ
て
い
る
。

右
補
足
意
見
は
、
最
高
裁
の
判
例
が
早
く
か
ら
、
夫
婦
間
に
お
け
る
幼
児
の
引
渡
請
求
に
つ
い
て
も
人
身
保
護
法
の
適
用
を
肯
定
し

て
ぎ
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
そ
れ
ま
で
の
先
例
を
集
大
成
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
昭
和
三
三
年
五
月
二
八
日
の
大
法
廷
判
決
に
即
し
て
、

（二）

九
一
六
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説
示
さ
れ
て
い
る
。

続
と
は
異
っ
て
、
簡
易
迅
速
な
こ
と
を
特
色
と
し
て
い
る
」
こ
と

お
、
拘
束
者
で
あ
る
祖
父
は
被
拘
束
者
の
後
見
人
に
選
任
さ
れ
て
い
た
。

（二）

九
一
九

前
者
は
日
本
と
の
平
和
条
約
及
び
こ
れ
に
基
づ
い
て
拘
束
さ
れ
て

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
判
決
要
旨
一
）
と
し
て
、
右
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
も
人
身
保
護
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
た
が
、
当

該
事
案
に
つ
い
て
は
、
「
母
が
暴
力
を
も
っ
て
満
二
歳
に
達
し
な
い
幼
児
を
連
れ
去
っ
た
と
し
て
も
、
子
が
現
在
平
穏
に
養
育
さ
れ
幸
福

で
あ
る
場
合
に
は
、
現
在
の
状
態
を
も
っ
て
不
法
の
拘
束
と
し
て
、
人
身
保
護
法
を
適
用
す
る
必
要
は
な
い
」
（
判
決
要
旨
二
）
と
し
、
請

求
は
棄
却
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
な
お
、
判
文
中
、
論
旨
を
排
斥
し
て
、
「
原
判
決
は
論
旨
の
い
う
よ
う
に
、
た
だ
人
身
保
護
法
第
二

条
の
『
法
律
上
正
当
な
手
続
に
よ
ら
な
い
で
』
と
い
う
意
義
を
、
チ
ヅ
子
〔
母
〕

い
わ
ゆ
る
『
形
式
的
』

時
の
状
態
に
お
い
て
、
実
質
的
に
不
当
で
あ
る
か
否
か
』
を
考
量
し
た
上
で
、
本
件
の
拘
束
は
実
質
的
に
も
不
当
に
あ
ら
ず
、
従
っ
て
、

同
法
第
二
条
の
場
合
に
該
当
し
な
い
も
の
と
し
て
、
本
件
請
求
を
排
斥
し
た
の
で
あ
る
」
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
後
記
曰
の
昭
和
四
三
年
最
判
は
右
判
例
を
発
展
さ
せ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

最
大
判
昭
和
三
三
・
五
・
ニ
八
民
集
―
二
巻
八
号
―
ニ
ニ
四
頁

幼
児
の
引
渡
請
求
と
人
身
保
護
制
度
の
関
係
に
つ
い
て
判
示
し
た
唯
一
の
大
法
廷
判
決
で
あ
り
、
判
示
事
項
は
二
点
に
わ
た
る
。
判

示
事
項
一
は
人
身
保
護
法
に
よ
る
救
済
請
求
の
要
件
を
示
し
た
も
の
で
、

は
、
人
身
保
護
規
則
四
条
本
文
の
規
定
す
る
と
お
り
、
違
法
性
が
顕
著
な
場
合
に
限
ら
れ
る
旨
を
判
示
し
た
も
の
。
判
示
事
項
二
は
幼

児
の
引
渡
請
求
と
人
身
保
護
制
度
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
人
身
保
護
制
度
は
、
同
棲
関
係
の
あ
っ
た
婦
女
の
連
れ
子
と
し
て
幼
児
を
養
育

し
て
い
た
者
か
ら
、

に
も
子
に
対
す
る
監
護
権
が
あ
る
と
い
う
ー
論
旨
の

に
の
み
判
断
し
て
、
本
件
は
こ
れ
に
当
ら
ぬ
と
し
た
の
で
は
な
く
、
論
旨
の
い
わ
ゆ
る
『
そ
の
拘
束
が
、

そ
の

人
身
保
護
法
に
よ
っ
て
救
済
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

そ
の
幼
児
を
連
れ
去
っ
て
監
護
養
育
し
て
い
る
幼
児
の
祖
父
母
に
つ
き
、
養
育
監
護
者
と
し
て
の
適
否
を
争
っ
て

幼
児
の
釈
放
と
引
渡
を
求
め
る
場
合
に
も
適
用
が
あ
り
、
そ
の
請
求
に
つ
い
て
も
、
人
身
保
護
規
則
第
四
条
本
文
の
制
約
が
適
用
さ
れ

る
」
旨
を
判
示
し
た
も
の
。
内
縁
の
妻
の
連
れ
子
で
あ
る
被
拘
束
者
を
養
育
し
て
い
た
夫
が
、
内
縁
の
妻
の
死
後
、
被
拘
束
者
の
祖
父

母
（
内
縁
の
妻
の
実
父
母
）
が
被
拘
束
者
を
連
れ
去
っ
た
た
め
そ
の
引
渡
し
を
請
求
し
た
が
、
請
求
は
棄
却
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
な

判
示
事
項
一
の
点
は
右
判
決
に
先
立
つ
最
大
決
昭
和
二
九
•
四
・
ニ
六
民
集
八
巻
四
号
八
四
八
頁
及
び
最
大
判
昭
和
三

0

・
九
・
ニ

八
民
集
九
巻
一

0
号
一
四
五
三
頁
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
が

い
る
戦
争
犯
罪
人
の
釈
放
を
請
求
し
た
も
の
、
後
者
は
不
法
入
国
を
理
由
に
国
外
退
去
を
命
じ
ら
れ
た
外
国
人
の
釈
放
を
請
求
し
た
も
の
）
、
こ
の

点
が
更
に
ふ
え
ん
し
て
判
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
身
保
護
規
則
四
条
本
文
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
人
身
保
護
法
に
よ

る
救
済
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
拘
束
又
は
拘
束
に
関
す
る
裁
判
等
の
無
権
限
に
な
さ
れ
た
こ
と
又
は
方
式
若
く
は
手
続
が
著
し
く
法
令

に
違
反
す
る
こ
と
及
び
こ
れ
ら
の
事
実
は
顕
著
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
の
諸
制
約
が
存
在
し
て
い
る
」
が
、
「
そ
れ
ら
の
制
約
は
、

身
保
護
法
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
が
、

た
だ
し
、
右
の
点
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
、

裁
判
官
の
補
足
意
見
は
、

人

司
法
裁
判
に
よ
る
被
拘
束
者
の
自
由
の
回
復
が
迅
速
且
つ
容
易
に
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

こ
と
に
存
す
る
こ
と
か
ら
し
て
理
解
で
き
る
」
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
「
人
身
保
護
法
に
よ
る
救
済
は
…
…
民
事
刑
事
等
の
他
の
救
済
手

こ
れ
を
要
す
る
に
、
「
人
身
保
護
の
制
度
は
事
実
及
び
法
律
の
問
題
．

に
深
く
立
ち
入
っ
て
審
理
す
る
と
こ
ろ
の
、
民
事
又
は
刑
事
の
裁
判
と
は
異
っ
た
非
常
応
急
的
な
特
別
の
救
済
方
法
で
あ
る
」
こ
と
が

五
名
の
裁
判
官
の
補
足
意
見
及
び
一
名
の
裁
判
官
の
少
数
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
。
補
足
意
見
は

人
身
保
護
法
に
よ
る
救
済
の
請
求
は
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
な
場
合
に
限
ら
れ
る
と
す
る
多
数
意
見
に
反
対
す
る
。
小
林

人
身
保
護
規
則
四
条
は
人
身
保
護
法
二
条
の
請
求
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
た
に
す
ぎ
ず
、
法
二
条
の
規
定
を

拡
張
又
は
制
限
す
る
も
の
で
な
い
と
し
、
多
数
意
見
の
「
顕
著
」

の
解
釈
は
法
二
条
の
本
来
の
趣
旨
を
狭
く
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
と

す
る
。
藤
田
・
河
村
裁
判
官
の
補
足
意
見
は
、
規
則
四
条
が
法
二
条
の
要
件
を
制
約
す
る
も
の
と
解
す
る
の
は
違
法
の
解
釈
で
あ
る
と

し
、
河
村
裁
判
官
は
、
「
顕
著
」
と
は
「
明
白
」
と
同
意
義
で
あ
り
、

人
身
保
護
請
求
に
つ
き
違
法
の
事
由
が
「
明
白
」
に
表
示
さ
れ
る

夫
婦
の
一
方
が
池
方
に
対
し
て
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
と
拘

束
の
顕
著
な
違
、
性

九
一
八
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夫
婦
の
一
方
が
準
方
に
対
し
て
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
と
拘

⑭
束
の
顕
著
な
違
、
性

九

る
が
、
そ
れ
以
外
の
場
合
、

す
な
わ
ち
監
護
権
者
と
非
監
護
権
者
と
の
間
に
お
け
る
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
に
つ
い

別
居
中
の
夫
婦
間
に
お
け
る
幼
児
の
引
渡
請
求
は

共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
請
求
で
あ
り
、

監
護
権
者
同
士
の
争
い
で
あ

（四）

監
護
権
者
と
非
監
護
権
者
と
の
間
に
お
け
る
幼
児
の
引
渡
請
求
に
関
す
る
判
例

き
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
に
検
討
す
る
。

こ
と
を
手
続
上
の
形
式
的
要
件
と
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
奥
野
裁
判
官
の
補
足
意
見
も
、
規
則
四
条
が
顕
著
性
を
要

件
と
す
る
こ
と
に
よ
り
法
二
条
の
要
件
を
制
約
・
変
更
す
る
も
の
と
す
れ
ば
違
法
な
規
則
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
上
で
、

規
則
四
条
の
「
顕
著
」
と
は
疎
明
の
程
度
で
明
瞭
に
な
る
場
合
の
意
味
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
下
飯
坂
裁
判
官
の
少
数
意
見
は

結
論
に
反
対
し
、
右
事
案
は
拘
束
者
ら
が
法
の
埒
外
に
お
い
て
実
力
を
行
使
し
被
拘
束
者
を
拘
束
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
拘
束
の

右
大
法
廷
判
決
に
よ
り
、
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
（
人
身
保
護
規
則
四
条
）
が
人
身
保
護
法
に
よ
る
救
済
請
求
の
要
件
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
判
文
か
ら
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
右
の
要
件
は
、
補
足
意
見
が
述
べ
る
よ
う
に

「
手
続
上
の
形
式
的
要
件
」
あ
る
い
は
「
疎
明
の
程
度
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
実
体
上
の
要
件
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
補
足
意
見
が
述
べ
る
よ
う
に
、
右
の
よ
う
な
制
約
・
要
件
を
定
め
る
こ
と
は
、
最
高
裁
判
所
の
規
則
制
定
権
の
範
囲
を
超

え
る
と
の
議
論
も
あ
り
得
る
が
（
注
一
）
、
多
数
意
見
が
述
べ
る
よ
う
に
、
右
の
要
件
は
、

非
常
応
急
的
な
特
別
の
救
済
方
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

人
身
保
護
制
度
が
簡
易
・
迅
速
を
特
色
と
す
る

夫
婦
の
一
方
か
ら
他
方
に
対
す
る
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
引
渡
請
求
許
否
の
判
断
基
準
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
前
記
日
の
判

例
を
引
用
し
た
上
で
、
「
夫
婦
の
一
方
が
他
方
に
対
し
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
、
共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
を
請
求
し
た
場
合

に
は
、
夫
婦
の
い
ず
れ
に
監
護
さ
せ
る
の
が
幼
児
の
幸
福
に
適
す
る
か
を
主
眼
と
し
て
子
に
対
す
る
拘
束
状
態
の
当
不
当
を
定
め
、

の
請
求
の
許
否
を
決
す
べ
き
で
あ
る
」
旨
が
判
示
さ
れ
て
い
る
。
別
居
中
の
妻
が
夫
に
対
し
、

そ

両
者
の
間
に
出
生
し
た
幼
児
の
引
渡
し

を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
拘
束
者
で
あ
る
父
親
は
被
拘
束
者
に
対
す
る
愛
情
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、
被
拘
束
者
の
監

護
を
止
宿
先
の
住
人
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
被
拘
束
者
を
拘
束
者
（
父
親
）
の
下
に
置
く
よ
り
も
母
親
で
あ
る
請
求
者
に
監

護
さ
せ
る
こ
と
が
「
被
拘
束
者
の
幸
福
を
図
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
こ
と
明
白
」
で
あ
る
と
し
て
、
請
求
を
認
容
す
べ
き
も
の
と
判
断
さ
れ

柳
川
俊
一
調
査
官
の
判
例
解
説
は
、
右
判
決
は
前
記
曰
の
「
判
決
が
示
し
た
判
例
理
論
を
更
に
発
展
さ
せ
た
も
の
」
で
あ
る
が
、
前

考
察
し
て
、

記
日
の
判
決
「
の
理
解
の
仕
方
に
は
、
二
通
り
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、
「
―
つ
は
、
事
件
当
事
者
で
あ
る
両
親
の
監
護
状
態
を
比
較

い
ず
れ
の
親
に
監
護
さ
せ
る
の
が
子
の
幸
福
に
適
す
る
か
を
考
え
た
上
、
請
求
の
当
否
を
決
し
て
い
る
と
い
う
見
方
、
他

は
、
拘
束
者
の
監
護
状
態
の
み
を
考
察
し
て
、

そ
の
監
護
状
態
が
子
の
幸
福
に
適
し
な
い
わ
け
で
な
い
か
ら
と
し
て
、
請
求
を
排
斥
し

た
と
い
う
見
方
で
あ
る
」
が
、
「
今
回
の
判
決
は
、
前
者
の
考
え
方
に
よ
っ
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
（
最
高
裁
判
所
判
例

解
説
民
事
篇
昭
和
四
十
三
年
度
①
五
二
五
ー
五
二
六
頁
）
。

以
後
、
右
判
決
が
別
居
中
の
夫
婦
間
に
お
け
る
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
に
関
す
る
指
導
的
な
判
例
と
な
る
が
、
右

判
決
に
お
い
て
違
法
の
顕
著
性
の
要
件
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
本
判
決
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ

て
も
、
ー
~
後
に
本
判
決
の
射
程
を
考
え
る
際
に
必
要
と
な
る
の
で1

判
例
を
概
観
す
る
。

最
三
小
判
昭
和
四
七
・
七
・
ニ
五
裁
判
集
一
〇
六
号
六
一
七
頁
（
判
時
六
八

0
号
四
二
頁
）

「
離
婚
し
た
男
女
の
間
で
、
親
権
を
有
す
る
一
方
が
、
他
方
に
対
し
、
人
身
保
護
法
に
よ
り
、
そ
の
親
権
に
服
す
べ
き
幼
児
の
引
渡
し

こ。f
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曰
最
一
小
判
昭
和
四
三
・
七
•
四
民
集
二
二
巻
七
号
一
四
四
一
頁

い
わ
ば
人
身
保
護
法
二
条
に
内
在
す
る
要
件
と
解
す

違
法
性
が
顕
著
な
場
合
に
該
当
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

九
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n
夫
婦
の
一
方
が
準
方
に
対
し
て
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
と
拘

⑭
束
の
顕
著
な
違
、
性

四
歳
の
幼
児
に
と
っ
て
は
父
親
よ
り
も
母
親
の
下
で
監
護
、
養
育
さ
れ
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本
件
拘
束
に
顕
著
な

し
た
が
っ
て

「
結
局
、
原
審
は
、
右
に
判
示
し
た
点
を
十
分
に
認
識
し
て
検
討
す
る
こ
と
な
く
単
に
被
拘
束
者
ら
の
よ
う
に

適
法
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
」

で
あ
る
。

し
て
い
る
場
合
に
は
、
夫
婦
の
一
方
に
よ
る
右
幼
児
に
対
す
る
監
護
は
、
親
権
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、

を
求
め
る
場
合
に
は
、
請
求
者
お
よ
び
拘
束
者
双
方
の
監
護
の
当
否
を
比
較
衡
量
し
た
う
え
、
請
求
者
に
幼
児
を
引
き
渡
す
こ
と
が
明

ら
か
に
そ
の
幸
福
に
反
す
る
も
の
で
な
い
限
り
、
…
…
当
該
拘
束
は
な
お
顕
著
な
違
法
性
を
失
わ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

最
三
小
判
昭
和
四
七
・
九
・
ニ
六
裁
判
集
一
〇
六
号
七
三
五
頁
（
判
時
六
八
五
号
九
五
頁
）

2
 

「
法
律
上
監
護
権
を
有
し
な
い
者
が
幼
児
を
そ
の
監
護
の
も
と
に
お
い
て
こ
れ
を
拘
束
し
て
い
る
場
合
に
、
監
護
権
を
有
す
る
者
が
人

身
保
護
法
に
基
づ
い
て
幼
児
の
引
渡
を
請
求
す
る
と
き
は
、

両
者
の
監
護
状
態
の
実
質
的
な
当
否
を
比
較
考
察
し
、

す
る
か
否
か
の
観
点
か
ら
、
監
護
権
者
の
監
護
の
も
と
に
置
く
こ
と
が
著
し
く
不
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
、
非
監
護
権
者

の
拘
束
は
権
限
な
し
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
も
の
と
認
め
て
、
監
護
権
者
の
請
求
を
認
容
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。
」
（
離
婚
し
た
父
母
の
う
ち
子
の
親
権
者
と
定
め
ら
れ
た
一
方
が
他
方
に
対
し
て
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
し
た
も
の
。
請
求
認
容
）

③
最
二
小
判
昭
和
五
三
•
四
・
七
裁
判
集
―
二
三
号
五
二
五
頁
（
家
裁
月
報
三
0
巻
一
0
号
二
七
頁
）

「
幼
児
を
認
知
し
、
か
つ
、
審
判
に
よ
り
親
権
者
と
定
め
ら
れ
た
父
が
、
右
幼
児
を
拘
束
す
る
母
に
対
し
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
い
て

幼
児
の
引
渡
を
求
め
る
場
合
に
は
、
請
求
者
に
幼
児
を
引
き
渡
す
こ
と
が
明
ら
か
に
そ
の
幸
福
に
反
す
る
も
の
で
な
い
限
り
、
…
…
そ

の
拘
束
は
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
（
請
求
認
容
）

④
 
以
上
の
各
判
例
が
判
示
す
る
よ
う
に
、
監
護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対
す
る
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
は
、

「
幼
児
の
幸
福
に
適
す
る
か
否
か
の
観
点
か
ら
、
監
護
権
者
の
監
護
の
下
に
置
く
こ
と
が
著
し
く
不
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
限

り
」
、
あ
る
い
は
「
請
求
者
に
幼
児
を
引
き
渡
す
こ
と
が
明
ら
か
に
そ
の
幸
福
に
反
す
る
も
の
で
な
い
限
り
」
、
認
容
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
（
他
に
、
監
護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対
す
る
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
に
つ
き
、
右
①
、
②
の
判
例
を
引
用
し
た
上
、

こ
れ
を
裏
返
せ
ば
、
非
監
護
権
者
が
監
護
権
者
に
対
し
て
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
し
た
場
合
で
も
、
幼
児
を
監
護
権
者
の
監
護
の
下

に
置
く
こ
と
が
子
の
幸
福
の
観
点
か
ら
著
し
く
不
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

本
判
決
の
立
場
ー
~
昭
和
四
三
年
最
判
（
前
記
口
の
判
例
）
と
の
関
係
に
つ
い
て

口
の
昭
和
四
三
年
最
判
（
以
下
「
昭
和
四
三
年
最
判
」
と
い
う
。
）

者
ら
の
よ
う
に
三
、

の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
原
審
は
本
件
に
右
基
準
を
適
用
し
て
判
断
し

四
歳
の
幼
児
に
と
っ
て
は
父
親
よ
り
も
母
親
の
下
で
監
護
・
養
育
さ
れ
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
し
て
本
件
請
求
を

本
判
決
は
こ
の
よ
う
な
判
断
方
法
を
問
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

人
身
保
護
請
求
の
要
件
と
し
て
は
、
拘
束
の
顕
著
な

違
法
性
が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
（
人
身
保
護
規
則
四
条
参
照
）
、
夫
婦
間
で
共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お

い
て
、
右
の
よ
う
な
違
法
性
を
肯
定
す
る
に
は
、
拘
束
者
に
よ
る
幼
児
の
監
護
が
、
請
求
者
に
よ
る
監
護
に
比
べ
て
、
子
の
幸
福
に
反

す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
し
た
。
「
け
だ
し
、
夫
婦
が
そ
の
間
の
子
で
あ
る
幼
児
に
対
し
て
共
同
で
親
権
を
行
使

九
二
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認
容
し
た
。

済
的
な
面
で
は
請
求
者
は
自
活
能
力
が
十
分
で
な
く
拘
束
者
ら
に
比
べ
て
幾
分
劣
る
、
と
い
う
事
実
関
係
を
認
定
し
な
が
ら
、
被
拘
束

た
が

請
求
者
と
拘
束
者
ら
と
の
間
に
は
被
拘
束
者
ら
に
対
す
る
愛
情
、

監
護
意
欲
及
び
居
住
環
境
の
点
に
お
い
て
大
差
が
な
く
、
経

日
夫
婦
間
に
お
い
て
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
き

共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
の
判
断
基
準
は
、
前
記

2
 

な
る
（
注
二
）
。

九ニニ
幼
児
の
幸
福
に
適

そ
の
請
求
は
認
容
さ
れ
る
と
い
う
べ
き
こ
と
に

請
求
を
棄
却
し
た
原
判
決
を
破
棄
し
た
最
二
小
判
昭
和
六

七
・
一
八
民
集
四
0
巻
五
号
九
九
一
頁
が
あ
る
）
。

る
。
」
（
請
求
認
容
）
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な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
注
四
）
。

違
法
性
が
あ
る
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
右
判
断
に
は
、
人
身
保
護
法
二
条
、
人
身
保
護
規
則
四
条
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
違
法
が
あ
」

本
判
決
は
、
夫
婦
間
で
共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
つ
き
、

顕
著
な
違
法
性
を
肯
定
す
る
に
は
、

明
白
性
の
要
件
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
昭
和
四
三
年
最
判
は
、
夫
婦
の
一
方
か

ら
他
方
に
対
す
る
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
引
渡
請
求
許
否
の
判
断
基
準
を
示
し
た
が
、
「
夫
婦
の
い
ず
れ
に
監
護
さ
せ
る
の
が
子
の

幸
福
に
適
す
る
か
を
主
眼
と
し
て
子
に
対
す
る
拘
束
状
態
の
当
不
当
を
定
め
る
」
と
い
う
そ
の
基
準
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
実
務
上
い

さ
さ
か
安
易
な
判
断
に
流
れ
る
傾
向
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
本
件
原
審
の
よ
う
に
、
幼
児
に
と
っ
て
は
父
親
よ
り
も
母
親
の
下

で
監
護
・
養
育
さ
れ
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
い
っ
た
判
断
の
仕
方
が
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

こ
と
が
「
被
拘
束
者
の
幸
福
を
図
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
こ
と
明
白
」
で
あ
る
と
判
示
さ
れ
、
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れ
ら
の
手
段
を
も
た
な
い
地
方
裁

人
身
保
護
規
則
四
条
に
い
う
拘
束
の

昭
和
四
三
年
最
判
の
事
案
に
お
い
て
は
、
拘
束
者
で
あ
る
父
親
は
被
拘
束
者
に
対
す
る
愛
情
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、
幼

児
の
監
護
を
止
宿
先
の
住
人
に
ゆ
だ
ね
て
お
り
、
右
幼
児
を
拘
束
者
（
父
親
）
の
下
に
置
く
よ
り
も
母
親
で
あ
る
請
求
者
に
監
護
さ
せ
る

ま
た
、
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性
の
要
件
に
つ

い
て
、
「
夫
婦
の
他
の
一
方
に
監
護
さ
れ
る
こ
と
が
子
の
幸
福
を
図
る
こ
と
明
白
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
右
幼
児
に
対
す
る
拘
束

が
権
限
な
し
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
も
の
と
い
う
を
妨
げ
な
い
」
と
も
判
示
さ
れ
て
い
た
（
注
三
）
。
本
判
決
が
、
前
記
の

よ
う
な
明
白
性
の
要
件
を
判
示
す
る
に
当
た
り
、

昭
和
四
三
年
最
判
を
参
照
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
の
は
、

が
右
要
件
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
き
補
足
意
見
は
、
昭
和
四
三
年
最
判
に
つ
い
て
は
、
「
別
居
中
の
『
夫
婦
の
い
ず
れ
に
監
護
せ
し
め
る
の
が
子
の
幸
福
に

適
す
る
か
を
主
眼
と
し
て
』
人
身
保
護
請
求
の
許
否
を
決
す
べ
き
で
あ
る
と
の
論
点
の
み
が
強
調
さ
れ
、
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ

る
こ
と
（
請
求
者
に
比
し
、
拘
束
者
に
よ
る
幼
児
の
監
護
が
そ
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
）

唆
し
た
と
こ
ろ
は
、
実
務
上
の
注
目
を
惹
く
こ
と
な
く
推
移
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

昭
和
四
三
年
最
判
自
体

の
要
件
に
つ
い
て
右
判
決
の
示

昭
和
四
三
年
最
判
及
び
こ
れ
に
先
立
つ
前
記
1
日
の
昭
和
二
四
年
最
判
が
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
に
つ
き

い
わ
ゆ
る
子
の
幸
福
の
観
点
を
導
入
し
た
の
は
、
英
米
法
の
人
身
保
護
手
続
に
お
け
る
監
護
権
決
定
の
基
準
を
参
考
と
し
た
も
の
で
は

た
だ
し
、
昭
和
四
三
年
最
判
に
対
し
て
は
、
そ
の
当
初
か
ら
、
「
子
の
幸
福
を
判
断
の
至
上
基
準
と
し
て
請
求
の
許
否
を
決
す
べ
し
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、

子
の
事
実
上
の
監
護
養
育
は
家
裁
の
慎
重
な
非
訟
手
続
に
よ
る
子
の
幸
福
判
断
を
脱
し
て
地
裁
の
仮
処
分
的
判

断
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
が
、
「
平
穏
に
話
合
に
よ
り
養
育
を
定
め
、
家
裁
の
審
判
に
よ
る
解
決
が
常
道
で
あ
る
べ
き
な

に
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
り
、

だ
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
（
注
五
）
。
ま
た
、

の
に
、
何
は
と
も
あ
れ
、
実
力
的
に
子
を
奪
取
し
膝
下
に
先
ず
置
く
こ
と
が
子
の
養
育
実
現
の
た
め
に
効
果
的
で
あ
り
、

ど
こ
ま
で
も
非
常
特
別
の
場
合
の
例
外
的
な
救
済
と
し
て
人
身
保
護
法
の
適
用
を
認
む
べ
き

そ
の
後
に
お
い
て
も
、
人
身
保
護
手
続
に
お
い
て
父
母
の

「
何
れ
に
監
護
さ
せ
る
の
が
子
の
幸
福
に
な
る
こ
と
明
白
で
あ
る
、

白
な
優
劣
な
ど
、
当
座
の
措
置
の
観
点
か
ら
は
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
」
＜
、
「
こ
の
種
事
案
に
あ
っ
て
の
子
の
監
護
問
題
は
、
家
事

専
門
機
関
の
慎
重
な
専
門
的
非
訟
手
続
に
任
ね
ら
れ
る
の
が
好
ま
し
」
い
と
す
る
見
解
が
説
か
れ
（
注
六
）
、

つ
い
て
人
身
保
護
手
続
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
「
家
族
間
の
紛
争
の
処
理
に
つ
い
て
専
門
的
機
関
と
し
て
家
庭
裁
判
所
が
あ

り
、
同
裁
判
所
で
は
事
件
処
理
の
た
め
の
特
別
の
科
学
的
調
査
機
関
を
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

判
所
又
は
高
等
裁
判
所
が
、

と
断
定
す
る
こ
と
は
、
…
…
極
め
て
困
難
で
あ
」
り
、
「
幸
福
の
明

人
身
保
護
手
続
を
介
し
て
家
族
間
の
紛
争
の
典
型
的
な
も
の
の
―
つ
で
あ
る
子
を
め
ぐ
る
紛
争
の
処
理
に

当
た
る
こ
と
に
つ
い
て
強
い
批
判
が
生
じ
て
い
る
」
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
注
七
）
。

右
の
よ
う
な
批
判
に
は
人
身
保
護
制
度
と
家
庭
裁
判
所
の
機
能
す
る
領
域
い
か
ん
と
い
う
い
わ
ば
制
度
論
に
わ
た
る
論
点
も
含
ま
れ

夫
婦
の
一
方
が
嘩
方
に
対
し
て
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
と
拘

束
の
顕
著
な
違
、
性

に） （二）
る(-

さ
ら
に
は
、

九
二
四

こ
れ
が
常
態

子
の
引
渡
し
に
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れ
る
の
は
例
外
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

の
」
と
い
う
べ
き
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
右
の
よ
う
な
場
合
、

監
護
は
、
親
権
に
基
づ
く
も
の
と
し
て

合
と
は
お
の
ず
か
ら
異
な
っ
た
も
の
と
な
ら
ぎ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

に
よ
る
監
護
に
つ
き
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
右
監
護
が
請
求
者
に
よ
る
監
護
に
比
べ
て
、

昭
和
四
三
年
最
判
が
顕
著
性
の
要
件
を
考
慮
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
右
判
例
に
つ
い
て
は
、

と
拘
束
者
に
よ
る
子
の
監
護
状
態
を
比
較
考
量
し
て
人
身
保
護
請
求
の
許
否
を
決
す
べ
き
も
の
と
す
る
理
解
な
い
し
運
用
が
み
ら
れ
た

こ
と
に
か
ん
が
み
、
本
判
決
は
顕
著
性
の
要
件
の
判
断
基
準
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

本
判
決
も
昭
和
四
三
年
最
判
と
同
様
、

父
母
の
い
ず
れ
が
幼
児
を
監
護
す
る
の
が
子
の
幸
福
に
適
す
る
か
と
い
う
判
断
基
準
、
す
な

わ
ち
比
較
考
量
の
立
場
を
維
持
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
右
基
準
自
体
は
、

を
決
定
す
る
際
の
基
準
一
般
と
し
て
妥
当
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
身
保
護
制
度
は
監
護
権
者
を
決
定
す
る
手
続
で
は
な
く
、

ま
た
、

そ
の
た
め
の
十
分
な
機
能
を
備
え
て
い
る
も
の
で
も
な
い
か
ら
、
右
基
準
の
適
用
の
仕
方
は
、
右
の
よ
う
な
手
続
に
お
け
る
場

人
身
保
護
法
に
よ
っ
て
救
済
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
（
人
身
保
護
規
則

四
条
）
。
そ
の
理
由
は
、
前
記

1
口
の
大
法
廷
判
決
が
判
示
す
る
よ
う
に
、

な
特
別
の
救
済
方
法
だ
か
ら
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、

人
身
保
護
制
度
に
お
い
て
は
、
違
法
な
拘
束
一
般
に
つ
い
て
救
済
が
与
え
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、
違
法
性
が
顕
著
な
拘
束
に
つ
い
て
の
み
救
済
が
与
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
本
判
決
が
判
示
す
る
よ
う

に
、
「
夫
婦
が
そ
の
間
の
子
で
あ
る
幼
児
に
対
し
て
共
同
で
親
権
を
行
使
し
て
い
る
場
合
に
は
、
夫
婦
の
一
方
に
よ
る
右
幼
児
に
対
す
る

特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
適
法
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
右
監
護
・
拘
束
が
人
身
保
護
・

規
則
四
条
に
い
う
顕
著
な
違
法
性
が
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
右
監
護
が
子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も

い
わ
ゆ
る
子
の
幸
福
の
観
点
は
、

父
母
の
一
方
に
よ
る
監
護
が
他
の
一
方
に
よ
る
監
護
と
比
べ
て
子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
形
で
、

た
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
し
か
機
能
し
な
い
こ
と
と
な
る
が
、

そ
れ
は
人
身
保
護
制
度
に
内
在
す
る
制
約
（
顕
著
性
の
制
約
）
に
基
づ
く

も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
判
決
の
示
す
判
断
基
準
の
意
味
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
点
が
昭
和
四
三
年
最
判
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

本
判
決
後
の
後
記

3
口
の
判
決
が
判
示
す
る
よ
う
に
、
本
判
決
の
判
断
基
準
を
適
用
し
た
場
合
、
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
さ

夫
婦
の
一
方
が
準
方
に
対
し
て
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
と
拘

束
の
顕
著
な
違
、
性

子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
し
た
。

（四）
れ
て
い
た
（
注
五
の
谷
口
評
釈
四
一
四
頁
）
。

て
い
る
が
、

そ
の
点
は
と
も
か
く
と
し
て
、

昭
和
四
三
年
最
判
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、

九
二
七

そ
の
基
準
と
人
身
保
護
規
則
四
条
に
い
う

拘
束
の
顕
著
な
違
法
性
の
要
件
と
の
関
係
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

そ
の
後
の
学
説
に
お
い
て
、

「
（
別
居
中
の
父
母
の
間
の
争
い
の
よ
う
に
）
双
方
が
監
護
権
者
の
場
合
に
は
、
監
護
権
の
有
無
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
問
題
に
な
り
え
な

い
。
裁
判
所
は
、
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

ど
ち
ら
に
子
を
監
護
さ
せ
る
の
が
適
当
か
を
判
断
し
、

そ
れ
に
従
っ
て
人
身
保
護
手
続

の
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
説
か
れ
る
場
合
（
注
一
の
田
中
論
文
四
五
一
頁
）
、
顕
著
性
の
要
件
は
も
は
や
脱
落
し
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
（
な
お
、
注
一
記
載
の
と
お
り
、

本
判
決
は
、

同
論
文
は
顕
著
性
の
要
件
を
定
め
た
人
身
保
護
規
則
四
条
を
無
効
と
す
る
）
。

も
っ
と
も
、
昭
和
四
三
年
最
判
も
、
「
夫
婦
の
他
の
一
方
に
監
護
さ
れ
る
こ
と
が
子
の
幸
福
を
図
る
こ
と
明
白
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
も

っ
て
、
右
幼
児
に
対
す
る
拘
束
が
権
限
な
し
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
も
の
と
い
う
を
妨
げ
な
い
」
と
し
、

い
て
は
、
「
人
身
保
護
規
則
四
条
が
厳
存
す
る
た
め
に
、

人
身
保
護
規

則
四
条
い
う
顕
著
性
の
要
件
を
念
頭
に
置
い
た
判
示
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
判
示
部
分
に
つ

や
む
な
く
附
加
的
に
立
言
せ
ら
れ
た
も
の
と
い
う
感
を
免
れ
」
な
い
と
も
評
さ

人
身
保
護
法
に
基
づ
き
、
共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
し
を
夫
婦
間
で
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
、
拘
束
者

と
も
す
れ
ば
、
単
に
請
求
者

人
身
保
護
手
続
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、

子
の
監
護
権
者

人
身
保
護
制
度
が
簡
易
・
迅
速
を
特
色
と
す
る
非
常
応
急
的

人
身
保
護
手
続
に
お
い
て
は
、

九
二
六

ま

I
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る
の
で
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
こ
れ
を
紹
介
す
る
。

3

本
判
決
後
の
判
例
に
つ
い
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
注
九
）
。

本
判
決
が
示
し
た
判
断
基
準
の
意
味
、
ま
た
、

九
二
九

そ
れ
と
昭
和
四
三
年
最
判
と
の
関
係
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
本
判
決
の
示
し
た
判
断
基
準
は
、
単
に
右
の
よ
う
な
解
釈
論
な
い
し
論
理
的
操
作
の
み
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、

お
そ
ら
く
は
、
昭
和
四
三
年
最
判
が
示
し
た
判
断
基
準
な
い
し
そ
の
後
の
運
用
に
対
し
て
加
え
ら
れ
た
前
記
の
よ
う
な
批
判
を
も
考
慮

補
足
意
見
は
こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
、
「
本
件
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
共
に
親
権
を
有
す
る
別
居
中
の
夫
婦
（
幼
児
の
父
母
）
の
間
に
お
け

る
監
護
権
を
巡
る
紛
争
は
、
本
来
、
家
庭
裁
判
所
の
専
属
的
守
備
範
囲
に
属
し
、
家
事
審
判
の
制
度
、
家
庭
裁
判
所
の
人
的
・
物
的
の

機
構
・
設
備
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
調
査
・
審
判
の
た
め
に
こ
そ
存
在
す
る
」
と
述
べ
る
。

昭
和
五
五
年
の
家
事
審
判
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
執
行
力
を
有
す
る
審
判
前
の
保
全
処
分
の
制
度
が
新
設
さ
れ
た
（
そ
の
説
明
に
つ

き
補
足
意
見
の
五
参
照
）
。
従
来
、
別
居
中
の
夫
婦
の
子
の
引
渡
請
求
に
つ
き
人
身
保
護
制
度
が
利
用
さ
れ
て
き
た
理
由
の
一
っ
と
し
て
、

家
事
審
判
制
度
に
は
強
制
力
を
有
す
る
手
段
が
欠
け
て
い
る
の
に
対
し
、
人
身
保
護
制
度
を
利
用
し
た
場
合
に
は
、

果
的
に
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
利
点
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、

況
に
著
し
い
変
化
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
補
足
意
見
は
こ
の
点
を
指
摘
し
、
今
後
に
お
け
る
家
事
審
判
制
度
の
活
用
を
示
唆

す
る
の
で
あ
る
（
注
八
）
。

本
判
決
の
示
し
た
判
断
基
準
を
適
用
し
た
場
合
、
別
居
中
の
夫
婦
間
に
お
け
る
幼
児
の
引
渡
請
求
に
つ
い
て
は
、

よ
る
救
済
の
途
は
事
実
上
か
な
り
制
限
さ
れ
る
結
果
と
な
る
が
、

利
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
本
判
決
は
右
の
よ
う
な
紛
争
を
家
庭
裁
判
所
の
手
続
に
誘
導
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
有
し
て

本
判
決
後
も
、
第
三
小
法
廷
は
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
に
つ
き
相
次
い
で
い
く
つ
か
の
重
要
な
判
断
を
示
し
て
い

最
三
小
判
平
成
六
・
ニ
・
八
裁
判
集
一
七
一
号
四
三
三
頁
（
判
時
一
五
0
二
号
一

0
四
頁
）

妻
が
夫
及
び
そ
の
両
親
に
対
し
て
乳
児
の
引
渡
し
を
求
め
た
人
身
保
護
請
求
に
お
い
て
夫
の
側
に
よ
る
監
護
・
拘
束
が
乳
児
の
幸
福

に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
た
事
例

（
裁
判
要
旨
）

に
差
異
が
あ
る
と
は
断
定
で
き
ず
、

ど
判
示
の
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、
被
拘
束
者
が
生
後
一
年
未
満
の
乳
児
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
夫
及
び
そ
の
両
親

に
よ
る
監
護
・
拘
束
が
乳
児
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
コ
メ
ン
ト
）

束
者
は
一
歳
に
満
た
な
い
幼
児
で
あ
る
か
ら
母
親
（
請
求
者
）
の
下
で
監
護
さ
れ
る
の
が
最
も
自
然
で
幸
福
で
あ
る
と
し
た
が
、
右
判
決

は
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
被
拘
束
者
が
一
年
未
満
の
乳
児
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、

が
そ
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
し
た
。

最
三
小
判
平
成
六
•
四
・
ニ
六
民
集
四
八
巻
三
号
九
九
二
頁

共
同
親
権
者
間
に
お
け
る
幼
児
の
人
身
保
獲
請
求
に
つ
き
被
拘
束
者
が
拘
束
者
に
監
護
さ
れ
る
こ
と
が
請
求
者
に
よ
る
監
護
に
比
べ

て
子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
も
の
と
し
て
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
さ
れ
る
場
合

（
判
決
要
旨
）

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

伍）

よ
り
迅
速
か
つ
効

昭
和
五
五
年
の
家
事
審
判
法
の
改
正
後
も
、人

身
保
護
制
度
に

子
の
監
護
権
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
の
手
続
を

被
拘
束
者
に
対
す
る
監
護
能
力
と
い
う
点
で
は
、
請
求
者
で
あ
る
妻
と
被
拘
束
者
で
あ
る
夫
及
び
そ
の
両
親
と
の
間

双
方
の
経
済
状
態
及
び
居
住
環
境
と
い
う
点
で
は
、
夫
の
側
が
む
し
ろ
優
れ
て
い
る
と
い
え
る
な

本
判
決
の
判
断
基
準
が
乳
児
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。
す
な
わ
ち
、

な
お
拘
束
者
ら
に
よ
る
監
護
・
拘
束

夫
婦
の
一
方
が
他
方
に
対
し
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
、
共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
に
際
し
、

他
方
の
配
偶
者
の
親
権
の
行
使
が
家
事
審
判
規
則
五
二
条
の
二
の
仮
処
分
等
に
よ
り
実
質
上
制
限
さ
れ
て
い
る
の
に
右
配
偶
者
が
こ
れ

夫
婦
の
一
方
が
嘩
方
に
対
し
て
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
と
拘

束
の
顕
著
な
違
、
性

九
二
八

そ
の
利
用
状

原
審
は
、
被
拘

二



n
夫
婦
の
一
方
が
暉
方
に
対
し
て
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
と
拘

⑭
束
の
顕
著
な
違
、
性

柳
川
調
査
官
の
前
記
判
例
解
説
五
二
七
頁
は

判
示
に
い
う
「
『
子
の
幸
福
を
図
る
こ
と
明
白
』
と
い
う
の
は
、
両
親
を
比
較
し
て

一
方
の
配
偶
者
の
監
護
の
下
で
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
他
方
の
配
偶
者
の

監
護
の
下
に
お
い
て
は
著
し
く
そ
の
健
康
が
損
な
わ
れ
、
若
し
く
は
満
足
な
義
務
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
他
方
の
配

偶
者
の
幼
児
に
対
す
る
処
遇
が
親
権
の
行
使
と
い
う
観
点
か
ら
も
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
例
外
的
な
場
合
に
は
、
幼
児
が

他
方
の
配
偶
者
に
監
護
さ
れ
る
こ
と
が
一
方
の
配
偶
者
に
よ
る
監
護
に
比
べ
て
子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
も
の
と
し

（
コ
メ
ン
ト
）

本
判
決
の
判
断
基
準
を
適
用
し
て
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
さ
れ
る
場
合
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
。
判
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
幼
児
が
他
方
の
配
偶
者
に
監
護
さ
れ
る
こ
と
が
一
方
の
配
偶
者
に
よ
る
監
護
に
比
べ
て
子
の
幸
福
に
反
す
る
こ

と
が
明
白
で
あ
る
と
し
て
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
例
外
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
。

最
三
小
判
平
成
六
・
一
―
•
八
民
集
四
八
巻
七
号
一
三
三
七
頁

九
三
〇

子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
け
る
拘

束
の
顕
著
な
違
法
性

（
判
決
要
旨
）

子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
、

人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る

場
合
に
は
、
幼
児
を
請
求
者
の
監
護
の
下
に
置
く
こ
と
が
拘
束
者
の
監
護
の
下
に
置
く
こ
と
に
比
べ
て
子
の
幸
福
の
観
点
か
ら
著
し
く

不
当
な
も
の
で
な
い
限
り
、
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

本
判
決
の
判
断
基
準
が
監
護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対
す
る
幼
児
の
引
渡
請
求
の
場
合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
（
事
案
は
、
親
権
者
で
あ
る
認
知
さ
れ
て
い
な
い
子
の
母
か
ら
そ
の
父
に
対
す
る
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請

求
）
。
こ
の
場
合
に
は
、
「
請
求
者
に
よ
る
監
護
が
親
権
等
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
適
法
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

拘
束
者
に
よ
る
監
護
は
権
限
な
し
に
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
拘
束
者
を
監
護
権
者
で
あ
る
請
求
者
の
監
護
の
下
に
置
く
こ

と
が
拘
束
者
の
監
護
の
下
に
置
く
こ
と
に
比
べ
て
子
の
幸
福
の
観
点
か
ら
著
し
く
不
当
な
も
の
で
な
い
限
り
、
…
…
監
護
権
者
の
請
求

を
認
容
す
べ
き
も
の
」
で
あ
る
。
同
様
の
趣
旨
は
既
に

1
詞
掲
記
の
各
判
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
が
、
本
判
決
後
、

理
解
に
つ
い
て
混
乱
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
右
の
趣
旨
が
確
認
さ
れ
た
（
注
一
0
)
。

そ
の

学
説
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
田
中
英
夫
「
人
身
保
護
手
続
」
新
・
実
務
民
事
訴
訟
講
座
8

（
昭
和
五
六
年
）
四
二
三
頁
は
、
「
規
則

四
条
は
裁
判
所
規
則
に
よ
っ
て
法
律
の
定
め
を
変
更
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
し
て
、
無
効
と
み
ざ
る
を
え
な
い
」
と
す
る
。

（
注
二
）
こ
の
点
を
明
確
に
判
示
し
た
判
例
は
な
い
が
、
非
監
護
権
者
か
ら
監
護
権
者
に
対
す
る
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
が

認
容
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
最
三
小
判
昭
和
四
九
・
ニ
・
ニ
六
裁
判
集
―
―
一
号
一
八
一
頁
（
家
裁
月
報
二
六
巻
六
号
ニ
ニ
頁
）
が
あ
る
。

事
案
は
、
未
婚
の
母
（
親
権
者
）
が
事
実
上
の
養
親
（
非
監
護
権
者
）
に
対
し
て
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
請
求
を
し
、
請
求
を

棄
却
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
上
告
棄
却
に
よ
り
確
定
）
、
そ
の
後
右
幼
児
を
実
力
で
奪
取
し
た
た
め
、
事
実
上
の
養
親
が
そ
の
引
渡
し
を

請
求
し
た
も
の
。
簡
潔
に
判
示
す
る
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
が
、
天
野
裁
判
官
の
補
足
意
見
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
拘
束
者

（
親
権
者
）
に
よ
る
拘
束
は
「
親
権
の
行
使
と
し
て
の
正
当
な
限
界
を
超
え
、
と
う
て
い
是
認
し
難
い
状
況
」
に
あ
っ
た
。

な
お
、
未
婚
の
母
（
親
権
者
）
か
ら
事
実
上
の
養
親
（
非
監
護
権
者
）
に
対
す
る
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
が
棄
却
さ
れ

た
事
例
と
し
て
、
最
一
小
判
昭
和
二
九
・
―
ニ
・
一
六
民
集
八
巻
―
二
号
ニ
―
六
九
頁
が
あ
る
。
請
求
を
棄
却
し
た
原
審
の
判
断
が
是
認
さ

れ
て
い
る
が
、
原
審
は
、
親
権
者
が
「
親
権
を
保
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
に
頼
っ
て
そ
の
行
使
を
急
ぐ
の
余
り
、
幼
児
の
生
活
環
境

を
屡
々
変
更
し
、
精
神
的
、
肉
体
的
な
危
険
に
さ
ら
す
誤
り
を
犯
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
当
然
」
で
あ
り
、
「
こ
れ
を
予

想
し
な
が
ら
敢
え
て
右
の
危
険
を
意
に
介
し
な
い
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
決
し
て
親
権
の
適
正
な
行
使
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」

と
判
示
し
て
い
た
。

（
注
三
）

（注 （
コ
メ
ン
ト

曰
て
、
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

に
従
わ
な
い
場
合
、
又
は
幼
児
が

九
三
一

- | 
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請
求
者
の
も
と
に
監
護
さ
せ
る
こ
と
が
、
梱
尉

□子
の
幸
福
に
適
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
る
（
傍
線
筆
者
）
。

（
注
四
）
柳
川
調
査
官
の
前
記
判
例
解
説
五
二
六
頁
。

英
米
法
に
お
け
る

b
e
s
t
i
n
t
e
r
e
s
t
 o
f
 c
h
i
l
d
 
(
あ
る
い
は

w
e
l
f
a
r
e
o
f
 t
h
e
 m
i
n
o
r
)

の
基
準
に
つ
い
て
は
、
注
一
の
田
中
論
文
四
五
一

頁
以
下
参
照
。
「
こ
の
原
理
は
、
裁
判
所
が
、

p
a
r
e
n
s
p
a
t
r
i
a
e
 
(
国
の
親
）
と
し
て
未
成
年
者
の
利
益
を
図
る
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
権
限
を
も

つ
と
い
う
観
念
に
由
来
す
る
。
人
身
保
護
手
続
は
本
来
権
限
の
有
無
を
問
題
に
し
て
い
た
が
、
子
供
の
引
渡
し
が
問
題
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

人
身
保
護
手
続
で
も
こ
の
よ
う
な
エ
ク
イ
テ
ィ
の
原
理
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

同
論
文
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
子
供
の
監
護
を
め
ぐ
る
争
い
を
よ
り
合
理
的
に
解
決
す
る
た
め
の
立
法
を
し
た
が
、
人
身
保
護
手
続
に
よ
る

こ
と
も
依
然
と
し
て
可
能
で
あ
る
」
と
す
る
が
（
四
四
九
頁
）
、
「
実
際
に
は
、
最
近
は
子
供
の
監
護
の
た
め
に
人
身
保
護
手
続
を
用
い
る
こ

と
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
由
で
あ
る
」
と
述
べ
る
（
四
六
一
頁
注

(73))
。

英
国
に
お
け
る
最
近
の
児
童
法

(
C
h
i
l
d
r
e
n
Act)
の
改
正
に
つ
い
て
、
簡
単
に
は
野
田
愛
子
・
判
例
評
論
四
二
六
号
ニ
―

0
頁
（
本
判

決
の
評
釈
）
及
び
同
所
引
用
の
文
献
参
照
。

ア
メ
リ
カ
の
最
近
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
吉
田
邦
彦
「
子
の
監
護
紛
争
を
め
ぐ
る
日
米
の
法
状
況
（
上
・
下
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

0
四
八
号

五
七
頁
、

（
注
五
）

（
注
六
）

（
注
七
）

谷
口
知
平
・
民
商
法
雑
誌
六

0
巻
三
号
四
一
六
頁
（
昭
和
四
三
年
最
判
の
評
釈
）
。

明
山
和
夫
・
判
例
評
論
一
三
三
号
一
―
七
頁
（
最
三
小
判
昭
和
四
四
・
九
・
三

0
の
評
釈
）

丹
野
達
「
子
の
引
渡
し
に
関
す
る
人
身
保
護
請
求
の
補
充
性
ー

I—
と
く
に
家
事
審
判
前
の
保
全
処
分
と
の
関
係
に
つ
い
て
ー

|
l

」
家

裁
月
報
三
八
巻
一

0
号
一
頁
（
昭
和
六
一
年
）
。
批
判
的
見
解
に
つ
い
て
は
、
同
論
文
三
頁
注
⑫
掲
記
の
文
献
参
照
。

（
注
八
）
改
正
後
の
両
制
度
を
比
較
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
注
七
の
丹
野
論
文
参
照
。

な
お
、
人
身
保
護
規
則
四
条
た
だ
し
書
は
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
請
求
は
、
「
他
に
救
済
の
目
的
を
達
す
る
の
に
適
当
な
方
法
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
方
法
に
よ
っ
て
相
当
の
期
間
内
に
救
済
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
白
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

と
し
て
、

九
三
二

-
0
四
九
号
八
五
頁
参
照
（
子
の
ベ
ス
ト
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
基
準
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
。

い
わ
ゆ
る
補
充
性
の
原
則
を
定
め
て
い
る
。
昭
和
五
五
年
の
家
事
審
判
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
審
判
前
の
保
全
処
分
の
制
度
が
新

設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
身
保
護
制
度
は
補
充
的
に
の
み
機
能
す
べ
き
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
た
が
、
最
一

小
判
昭
和
五
九
・
三
・
ニ
九
裁
判
集
一
四
一
号
四
九
九
頁
（
判
時
―
一
三
三
号
七
二
頁
）
は
、
夫
婦
の
一
方
か
ら
他
方
に
対
す
る
人
身
保
護

法
に
基
づ
く
子
の
引
渡
請
求
に
つ
き
、
「
家
庭
裁
判
所
に
被
拘
束
者
の
監
護
者
の
指
定
の
審
判
を
申
し
立
て
、
家
事
審
判
規
則
五
二
条
の
二
に

従
い
被
拘
束
者
の
引
渡
の
仮
処
分
を
申
請
す
る
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
一
般
的
に
は
、
そ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
は
、

人
身
保
護
法
に
よ
る
ほ
ど
迅
速
か
つ
効
果
的
に
被
拘
束
者
の
救
済
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で

あ
る
」
と
判
示
し
、
そ
の
請
求
を
認
め
た
。

右
判
決
に
つ
い
て
は
、
山
口
純
夫
「
子
の
引
渡
し
に
関
す
る
審
判
前
の
保
全
処
分
と
人
身
保
護
法
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
五
一
号
二
八
七
頁
、

長
谷
部
由
起
子
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
六
二
号
（
昭
和
六

0
年
度
重
要
判
例
解
説
）
一
四

0
頁
な
ど
参
照
。

（
注
九
）
本
判
決
に
対
し
て
は
、
「
現
在
の
『
監
護
が
子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
』
こ
と
を
要
件
と
す
る
と
、

と
も
か
く
現
状
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当
事
者
の
司
法
的
解
決
へ
の
不
信
と
絶
望
を
招
き
、
自
力
救
済
に
よ
る
子
の
奪
い
合
い
の
悪

循
環
に
陥
る
危
険
性
が
大
き
い
」
と
い
う
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
（
水
野
紀
子
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
平
成
五
年
度
重
要
判
例
解
説
九
七
頁
）
。
確
か
に
、

本
判
決
後
の
最
三
小
判
平
成
六
•
四
・
ニ
六
（
本
文
後
述3
口
の
判
決
）
が
判
示
す
る
よ
う
に
、
本
判
決
が
示
す
判
断
基
準
を
適
用
す
る
場

合
、
共
同
親
権
者
間
に
お
け
る
幼
児
の
引
渡
請
求
に
つ
い
て
は
、
人
身
保
護
制
度
は
、
「
他
方
の
配
偶
者
の
親
権
の
行
使
が
家
事
審
判
規
則
五

二
条
の
二
の
仮
処
分
等
に
よ
り
実
質
上
制
限
さ
れ
て
い
る
の
に
右
配
偶
者
が
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
」
と
い
っ
た
例
外
的
な
場
合
に
し
か
機

能
し
な
い
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
右
の
例
示
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
人
身
保
護
制
度
に
は
家
事
審
判
制
度
の
機
能
を
補
完
し
補
充
す

る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
後
、
子
の
監
護
を
め
ぐ
る
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
両
制
度
が
円
滑
に
機
能
す
る
か
ど
う
か
は
、

家
庭
裁
判
所
の
果
た
す
役
割
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（注一

0
)

こ
の
間
に
あ
っ
て
、
第
二
小
法
廷
の
次
の
判
決
が
あ
る
（
最
二
小
判
平
成
六
・
七
・
八
裁
判
集
一
七
二
号
七
五
一
頁
〔
判
時
一
五

0
七
号
―
二
四
頁
〕
）
。
事
案
は
、
離
婚
調
停
に
お
い
て
調
停
委
員
会
の
勧
め
に
よ
っ
て
さ
れ
た
合
意
に
反
す
る
幼
児
の
拘
束
に
顕
著
な
違
法

夫
婦
の
一
方
が
嘩
方
に
対
し
て
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
と
拘

束
の
顕
著
な
違
、
性

九
三
三



（一）

⑫

麟

麟

昇

饂

麟

詮

廷

虹

塁

疇

噂

悶

鱈

鴻

疇

謬

加

磯

鱈

虹

い

し

訴

状

の

送

達

と

遡

る
。
事
実
経
過
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ー 〔

解

説

〕

手
形
法
四
三
条
、
七
七
条
一
項
四
号

〔
参
照
条
文
〕

行
使
の
要
件
で
あ
る
支
払
の
た
め
の
呈
示
と
し
て
の
効
力
を
有
し
な
い
。

性
が
あ
る
と
し
て
、
夫
婦
の
一
方
（
妻
）
か
ら
他
方
（
夫
）
に
対
す
る
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。

（
裁
判
要
旨
）
「
離
婚
調
停
に
お
い
て
調
停
委
員
会
の
勧
め
に
よ
っ
て
さ
れ
た
合
意
に
よ
り
、
夫
婦
の
一
方
が
他
方
に
対
し
て
そ
の
共
同
親

権
に
服
す
る
幼
児
を
期
間
を
限
っ
て
預
け
た
が
、
他
方
の
配
偶
者
が
、
右
合
意
に
反
し
て
約
束
の
期
日
後
も
幼
児
を
拘
束
し
、
右
幼
児
の
住

民
票
を
無
断
で
自
己
の
住
所
に
移
転
し
た
な
ど
原
判
示
の
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、
右
拘
束
に
は
顕
著
な
違
法
性
が
あ
る
。
」

右
判
決
に
お
い
て
は
‘
|
|
少
な
く
と
も
判
文
の
上
で
は
|
ー
＇
拘
束
者
に
よ
る
監
護
が
請
求
者
に
よ
る
監
護
に
比
べ
て
子
の
幸
福
に
反
す

る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
右
判
決
が
重
視
す
る
の
は
、
拘
束
者
が
離
婚
調
停
に
お
い
て
調
停
委
員
会
の
面
前
で
そ
の

勧
め
に
よ
っ
て
さ
れ
た
合
意
に
反
し
て
幼
児
を
拘
束
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
拘
束
者
が
、
裁
判
所
が
関
与
し
た
合
意
に
反

す
る
明
白
な
手
続
違
反
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
に
、
人
身
保
護
規
則
四
条
に
規
定
す
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性
が
あ
る
と
し
た
も

（
後
注
）

本
判
決
の
評
釈
等
と
し
て
、
野
田
愛
子
・
判
例
評
論
四
二
六
号
二

0
七
頁
、
水
野
紀
子
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

0
四
六
号
（
平
成
五
年
度

重
要
判
例
解
説
）
九
五
頁
、
本
沢
巳
代
子
・
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
七
巻
五
号
四
八
頁
、
同
・
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
一
九
九
五
〈
上
〉
八
二
頁
、

大
村
敦
志
・
法
学
協
会
雑
誌
―
―
二
巻
八
号
一
―
六
二
頁
、
井
上
薫
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
三
二
号
四

0
頁
、
吉
田
欣
子
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
八

五
二
号
（
平
成
5
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説
）
一
三
八
頁
、
棚
村
政
行
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
家
族
法
判
例
百
選
[
第
五
版
]
一

O
六
頁
な
ど
が
あ

る。m
約
束
手
形
の
振
出
人
に
対
す
る
満
期
前
の
手
形
金
請
求
訴
訟
の
提
起
な
い
し
訴
状
の
送
達
と
遡
求
権
行

使
の
要
件
で
あ
る
支
払
の
た
め
の
呈
示
と
し
て
の
効
力
の
有
無

〔
判
決
要
旨
〕

約
束
手
形
の
振
出
人
に
対
す
る
満
期
前
の
手
形
金
請
求
訴
訟
の
提
起
な
い
し
訴
状
の
送
達
は
、
裏
書
人
に
対
す
る
満
期
後
の
遡
求
権

事
案
の
概
要

九
三
五

九
三
四

平
成
三
年
句
第
一
四
七
六
号
同
五
年
一

0
月

二

二

日

第

二

小

法

廷

判

決

棄

却

)

〖
第
一
審
広
島
地
裁
尾
道
支
部
第
二
審
広
島
高
裁
民
集
四
七
巻
八
号
五
一
三
六
頁

本
件
は
、
約
束
手
形
の
所
持
人
が
振
出
人
及
び
裏
書
人
を
共
同
被
告
と
し
て
満
期
前
に
将
来
の
給
付
の
訴
え
と
し
て
約
束
手
形

金
請
求
訴
訟
を
提
起
し
、

口
頭
弁
論
終
結
前
に
満
期
が
到
来
し
た
た
め
現
在
の
給
付
請
求
と
な
っ
た
場
合
に
、
振
出
人
に
対
す
る
右
訴

訟
の
提
起
な
い
し
訴
状
の
送
達
が
、
裏
書
人
に
対
す
る
遡
求
権
行
使
の
要
件
で
あ
る
「
支
払
呈
示
期
間
内
に
お
け
る
振
出
人
に
対
す
る

適
法
な
支
払
呈
示
（
手
形
法
四
三
条
、
七
七
条
一
項
四
号
）
」
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
か
否
か
と
い
う
法
律
問
題
が
争
わ
れ
た
事
件
で
あ

X
は
、
次
の
記
載
の
あ
る
約
束
手
形
（
以
下
「
本
件
約
束
手
形
」
と
い
う
。
）
を
所
持
し
て
い
る
。

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
大
内

俊
身
）
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